











考え方の交流をした。また， 8月の「メディア研修会」までの班（教員 5～ 6名，計 6班）
作成のために， TBSの海老津様による面接をし，教員の希望を考慮しつつ，海老津様の今
までの経験と勘をいかした班を作成してもらった。各班構成は以下のようになった。
・ディレクター → 映像作品の構成や撮影場面を考える。全体の進行をリードする存在 0


















0日時平成 16年 8月23～ 2 5日
0場所 新館中学校PC教室および学圏内

















































































































































第 1次 人物を効果的に撮る 2時間
教材：朝日新聞三原支局記者 上野様 持参写真
アスキー24：デジタルカメラユーザーのため撮影基礎講座













（平成 17年 1月 14日現在 618時間目）























0学級小学校第 4学年 8学級 38名


























































































































































0日時平成 16年 11月 11日（木） 8時 30分～11時 30分
。クラス きく組 5歳児計32名
（男児 20名女児 12名）
0場所 保育室・圏庭・遊戯室
。最近の子どもの姿と保育者の援助
①子どもの姿についての捉え（当日の活動に繋がるものを中心に）
子どもたちは，虫取りや雨上がりでの団子づくりなど身近な自然に触れたり，テレビのヒ
ーローの真似をしたりしてごっこ遊びを楽しんだりしている。最近では，国庭で落ち葉や
ドングリ拾いも見られるようになり，季節の移り変わりとともに秋の自然を楽しむ姿も見
られるようになってきている。保育室では 2匹しかいなかった熱帯魚に 9月になってネ
オンテトラなどの新たな熱帯魚を加えたことにより，子どもたちの喜びと驚きがより見ら
れ，毎日当番の子どもが餌を与えている。また，気の合う友だちとの遊びゃグループでの
活動の時，互いにやりとりをしながら遊びゃ活動を進めようとする姿も見られる。遊びゃ
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生活のなかで 身近な自然に触れながら素朴な自然の美しさに触れたり，友だちと遊ぶ中
で人とのかかわりを学んだりしている。
保育室にある子どもたちにとって身近なメディア機器としては，テレビやビデオ，また子
どもたちが使えるカセットデッキやパソコンである。カセットデッキは，自由に曲をかけ
て楽しんでいる。パソコンは子どもたちの要求に応じて身近なものとして使えるようにし
ている。最近ではタッチパネルによる絵描きも楽しんでいるが，秋になって虫の出現や台
風の到来によりインターネットの活用が多かった。保育者と一緒に興味ある虫をインター
ネットで探し出したり，台風状況を知るための天気予報を見たりすることが多かった。こ
れらのメディア機器を特別なものとせず 身近に自然にあるものとしてかかわる様子が見
られる。
②教材などについての思い（当日の活動の捉えを中心に）
幼児期では，五感を通して様々なことを感じることによって心を揺さぶられる体験がとて
も大切である。また 年長児になると子ども同士の繋がりも密になってくるので，多人数
で遊びをすすめるなど互いにかかわる場面を意図的に設定するなどして，かかわりを深め
る体験も大切だと考えている。このような様々なことを実感する体験や人とコミュニケー
ションをとりながらかかわる体験が これからのメディア社会に生きていくためのベース
になり子どもたちにとって欠かせないものとなるのではないだろうかと考えている。その
ためには，子どもたちにとって必要なその時期その年齢にあった五感からしっかり感じる
体験や子ども同士がよりかかわりを深めるための活動のあり方 そのために必要な教育内
容は何なのかなどを，今までの保育活動も視野に入れながらマルチメディア教育の視点か
ら探って見たい。
本日の活動では，子どもたちが驚き感動する活動としてブラックライトを使った活動を
とり入れることにした。ブラックライトでの活動はよく実銭される活動であるが，クラス
の子どもたちはまだ触れた事がない活動である。日の光の中では感じられない色に気づき
その色が放つ光の美しさに驚きや興味をもち 堪能して欲しいと願っている。この活動を
通して，「新たな色やその色が輝く美しさ」に触れることや子どもの作品を使って皆がひと
つになった物語をすることにより「伝達の面白さ」に触れること，また，心を揺さぶられ
ることによる「より挑戦してみたい」という気持ちをもつことなどを願っている。日の光
からブラックライトに変える事により，つまり光源の条件によって情報が変化するという
ことに気づき感動する事が メディア教育のベースに繋がる要素を育むのではなかろうか
と考えて活動を組み立ててみた。
③保育者のかかわり（どのように指導や援助を考えているか）
子どもたちへのかかわりにおいては，生活全てを通しながら子どもたちの心を揺さぶり
感性を育んでいく体験が大事だと考えている。子どもたちの驚きや発見を大事にし，保育
者も共感するとともに，子どもたちがその情報を交換し合いながら共通に認識していくこ
とができるようになるための役割も必要と考えている。遊びゃ活動のなかで「何に驚き，
何に興味をもち，何に気づいているかJ「自分が気づき，知り得た情報を友だちにどのよう
に伝達しようとしているのか」など具体的に把握しながら，その事がメディア教育の何に
繋がっているのか常に整理しながらかかわりたいと考えている。「ブラックライト」を使っ
た活動では，輝くその理由を知ることやただ単に驚きや興味をもつことだけに終わらず，
? ，
?
? 、
?
この活動を通しながら年長児として友だちとのかかわりを深める力に繋がるベースにもし
たいと思っている。
自由に遊ぶ時間に子どもたちが使っているパソコンなどのメディア機器は，特別なもの
ではなく身近に自然にあるものとしてかかわれるような配慮をしたいと考えている。ただ
機器によって扱いを間違えると壊れるなど子どもたちには扱いにくい部分もあるので，子
どもたちの実態にあった使い方あるいはマナーなどを考慮、して指導・援助をしていきたい
と考えている。
。ねらい（本日）
・友だちと誘い合って目的のある遊びをみつけ 自分たちの思いを出し合いながら遊びを
工夫しながらすすめていく。
－見慣れない色の美しさに感動し，光によって変化する色があることに気づくとともに，
友だちと協力して素敵なものをつくってみようという課題を達成する過程を楽しむ。
－片付けや手洗いうがい，待つことなど自分で考えてすすんで出来るようになる。
0本日を含めた前後の活動の流れと子どもたちの様子
①保育室の熱帯魚（保護者にいただいた魚）を飼育始める。（9月中旬）
・熱帯魚に興味をもっ子どももいるが クラスにいただいたのが 2匹なので水槽は淋しい
感じであった。
②ネオンテトラなどの熱帯魚を増やす。当番の子どもを中心に餌やりを始める。（9月下旬）
・ネオンテトラなどを増やすことによって，子どもたちは「すごい！きれ～い！」と急に
興味をもち始める。
－餌やりを誰がするか？などが話題に出るようになり，当番も子どもがすることに決まる。
③熱帯魚の絵を描いて切り抜いた作品を壁面に飾ったり画用紙に描いて仕上げたりする。
(IO月上旬）
・壁面の絵に自分たちが描いた熱帯魚の絵を飾ると子ども同士で見せ合ったり，より楽し
くなるよう工夫しようとする姿がみられた。
④不織布に蛍光塗料で魚の絵を描く。この時，子どもたちには普通の絵の具感覚で魚の絵
を描かせる。塗料が乾いた後，ハサミで形どおりに切る。（IO月中旬）
・魚の形を工夫したり，先に描いた魚を思い出したりしながら楽しんで描いていた。
・絵の具で描く時，“色を混ぜないこと（蛍光しにくくなるので）”という約束で始めたが，
多くの子どもが約束を守る事ができていた。
⑤描いた魚がブラックライトによって光ることを体験する。みんなに披露して楽しむ。（本
日）
・ブラックライトをつけた時，身につけている服などが光ったため「わ～ ぼくが光っと
る！」大変な驚きょうであった。
・自分たちが描いた魚の絵がブラックライトによって光るといことを知らなかったので，
驚きは大きかったようだ。
－友だちに披露するとき，魚を泳がせるように演じながら見せたが 素早く泳がせたりの
んびり泳がせたりしながら自分なりの泳がせ方で皆に見せていた。
－活動の最後にブラックライトを消す時，「ブラックライト→蛍光灯→日の光Jと順番に光
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源が変わると，自分たちが描いた魚の様子が変わっていくのを驚きの様子で眺めている姿
がみられた。
⑥「にじいろのさかなJの話をパネルシアターでしてもらったり，絵本を読んでもらった
りする。（本日～ 11月中旬）
－パネルシアターで話を聞くことは初めての体験だったので，興味をもった子どもたちが
多かったようだ。
⑦パネルシアターで「にじいろのさかなJの話を自分たちで演じて遊ぶ。（11月中旬～下
旬）
－自分たちが自由に演じて遊ぶことを楽しんだり，年少・年中児の子どもたちを呼んでお
客さん役で見てもらうことを楽しんだりしていた。
－「にじいろのさかな」の話が長いので 子どもたちと相談の結果，保育者が絵本を読んで
録音することになったり その話にそって物語をすすめる姿もみられた。
③立体の魚を作って楽しむ（11月中旬）
・立体の魚をグループごとに作ったが， 1つのものをグループで作ったが魚が小さかった
ため作りにくかったようだ。
0成果と課題
・“蛍光塗料が光る”という体験が子どもたちにはなかったので描かせた魚の絵について
何も知らせていなかったことは 子どもたちに大きな感動を与える事が出来たようだ。感
動体験を大事にする事が出来たことは成果であったと思われる。
・“光源によって見ているものの見え方が変わる”ということを体験を通して実感する事が
できた。“光源の条件によって，情報が変わる”ということを体験することによって，将来
の情報社会で生きていくためのベースの一端が学べたのではないかと思う。
－立体の魚を作ることによって次の活動に広がりを与えたかったが 子どもたちの思いは
パネルシアターで演じることに興味が移っていった。子どもたちとともの興味関心のある
ほうに柔軟に対応することにより より一層活動を楽しむ姿がみられた。
－これらの活動にあたって 一時的に遮光カーテンとつけたりカーテンのない窓をふさい
だりなどの環境構成を整えた。子どもたちが普段から気軽にブラックライトを使えるよう
な環境の工夫が今後の課題である。
??? 、?
